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商
法
第
五
七
八
条
お
よ
び
鉄
道
営
業
法
第
二
条
ノ
ニ
は
、
い
ず
れ
も
運
送
人
の
運
送
契
約
に
基
づ
く
債
務
不
履
行
責
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

運
送
人
に
対
す
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
〔
事
実
〕

　
訴
外
A
証
券
会
社
は
、
株
券
在
中
の
小
荷
物
（
本
件
小
荷
物
）
を
貴
重
品
扱
い
で
（
株
券
の
時
価
総
額
は
三
千
数
百
万
円
余
で
あ
っ
た
が
、
価
額
を
五

四
〇
万
円
で
あ
る
と
明
告
し
、
割
増
運
賃
を
支
払
っ
た
）
、
国
鉄
広
島
駅
か
ら
東
京
駅
ま
で
運
送
す
る
こ
と
を
Y
（
国
鉄
）
に
委
託
し
、
こ
れ
を
引
渡
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
小
荷
物
は
、
広
島
駅
ホ
ー
ム
上
で
、
列
車
積
込
直
前
に
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
盗
難
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Y
か
ら
業

務
委
託
を
受
け
て
広
島
駅
に
お
け
る
荷
物
取
扱
業
務
を
行
な
っ
て
い
た
訴
外
広
島
鉄
道
荷
物
株
式
会
社
の
従
業
員
二
名
が
、
本
件
小
荷
物
を
他
の
貴
重
品
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六

小
荷
物
七
個
と
と
も
に
一
台
の
手
押
車
（
本
件
手
押
車
）
に
載
せ
、
さ
ら
に
貴
重
品
小
荷
物
以
外
の
小
荷
物
を
載
せ
た
他
の
手
押
車
四
台
と
と
も
に
こ
れ

を
一
般
乗
客
も
通
行
す
る
ホ
ー
ム
ま
で
運
び
、
列
車
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
。
手
押
車
は
、
台
座
の
前
後
に
鉄
板
壁
が
つ
い
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
、
左

右
に
は
囲
い
が
な
く
、
上
部
に
蓋
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
本
件
小
荷
物
も
手
押
車
の
上
に
載
せ
ら
れ
た
の
み
で
あ

り
、
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
わ
れ
て
も
い
な
か
っ
た
。
列
車
到
着
後
、
右
両
名
は
他
の
手
押
車
の
小
荷
物
か
ら
先
に
積
み
込
み
を
始
め
、
本
件
手
押
車
の
番
に

な
り
、
本
件
小
荷
物
以
外
の
他
の
小
荷
物
を
い
く
つ
か
積
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
荷
物
車
両
の
中
に
い
て
荷
物
を
受
け
取
っ
て
整
理
し
て
い
た
車
掌
か
ら

他
の
手
押
車
の
小
荷
物
を
先
に
積
み
込
む
よ
う
に
い
わ
れ
た
の
で
、
本
件
手
押
車
を
い
っ
た
ん
積
込
口
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
と
こ
ろ
に
移
し

て
、
と
く
に
監
視
者
を
置
く
こ
と
な
く
他
の
小
荷
物
の
積
み
込
み
に
専
念
し
て
い
た
。
本
件
小
荷
物
は
こ
の
間
に
盗
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
右
両
名
は
本

件
手
押
車
上
の
残
り
の
小
荷
物
を
最
後
に
積
み
込
ん
だ
時
点
で
は
本
件
盗
難
に
気
づ
か
ず
、
列
車
が
発
車
し
て
か
ら
車
掌
が
受
取
証
と
現
物
と
を
照
合
し

て
は
じ
め
て
本
件
盗
難
が
発
見
さ
れ
た
。

　
盗
難
に
あ
っ
た
本
件
株
券
は
A
証
券
会
社
が
顧
客
か
ら
寄
託
を
受
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
A
証
券
会
社
は
寄
託
契
約
上
の
責
任
を
と
っ
て
、

各
所
有
者
の
た
め
に
本
件
株
券
と
同
種
同
量
の
代
替
株
券
を
買
付
け
、
こ
の
買
付
け
代
金
相
当
額
の
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
X
（
損
害
保
険

会
社
）
は
、
A
証
券
会
社
と
の
間
で
運
送
保
険
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
の
契
約
に
基
づ
き
A
証
券
会
社
に
対
し
て
右
損
害
を
て
ん
補
す
る
た
め
の
保

険
金
を
支
払
っ
た
。
そ
こ
で
X
は
保
険
代
位
に
よ
り
、
Y
の
A
証
券
会
社
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
Y
に
請
求
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
Y
は
、
運
送
品
が
滅
失
し
た
場
合
に
運
送
人
の
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
の
は
、
運
送
品
の
取
扱
上
通
常
予
想
さ
れ
る
事
態
で
は
な

く
、
契
約
本
来
の
目
的
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
態
様
に
お
い
て
運
送
品
が
滅
失
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
の
場
合
は
右
場
合

に
は
あ
た
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
仮
に
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
運
送
人
の
責
任
を
免
除
あ
る
い
は
制
限
し
て
い
る
商
法
第
五
七
八
条

お
よ
び
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
の
規
定
は
、
運
送
人
の
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
本
件

に
お
い
て
は
、
ま
ず
A
証
券
会
社
は
本
件
小
荷
物
を
運
送
委
託
す
る
に
あ
た
り
、
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
で
定
め
ら
れ
る
要
償
額
の
表
示
を
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
Y
と
し
て
は
同
条
第
二
項
に
よ
る
高
価
品
の
最
高
賠
償
額
（
鉄
道
運
輸
規
程
第
七
三
条
に
よ
り
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
四
万
円
、
本
件



小
荷
物
の
重
量
が
ニ
キ
・
グ
ラ
ム
で
あ
る
か
ら
四
四
万
円
）
を
超
え
て
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
同
条
は
運
送
人
に
重
過
失
が
あ
っ
た
場

合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
が
（
第
三
項
）
、
そ
の
場
合
で
も
、
本
件
に
お
い
て
A
証
券
会
社
は
本
件
小
荷
物
の
価
額
を
五
四
〇
万
円
と
明
告
し
て
い
る
の
で
、

商
法
第
五
七
八
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
右
明
告
額
を
超
え
て
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。

　
〔
判
旨
〕

　
「
被
告
は
、
物
品
運
送
の
過
程
に
お
い
て
運
送
品
が
滅
失
し
た
場
合
、
運
送
人
の
不
法
行
為
責
任
が
問
題
と
な
る
の
は
、
運
送
品
の
取
扱
上
通
常
予
想

さ
れ
る
事
態
で
は
な
く
、
契
約
本
来
の
目
的
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
態
様
に
お
い
て
運
送
品
が
滅
失
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
盗
難
事
故

は
、
右
の
場
合
に
当
ら
な
い
か
ら
、
本
件
盗
難
事
故
に
つ
い
て
、
被
告
に
不
法
行
為
責
任
が
生
ず
る
余
地
は
な
い
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の

場
合
運
送
人
が
不
法
行
為
責
任
を
負
担
す
る
の
は
、
被
告
主
張
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
ぎ
で
は
な
い
…
…
（
昭
和
四
三
年
㈲
第
五
八
号
同

四
四
年
一
〇
月
一
七
目
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
判
決
参
照
）
、
…
…
。
」

　
「
（
鉄
道
営
業
法
第
二
条
ノ
ニ
又
は
商
法
第
五
七
八
条
）
の
規
定
は
、
い
ず
れ
も
運
送
人
の
運
送
契
約
に
基
づ
く
債
務
不
履
行
責
任
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
運
送
人
に
対
す
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
前
掲
最
高
裁
判
決
参

照
）
。
」

　
〔
批
評
〕
判
旨
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

一
　
運
送
品
が
運
送
人
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
滅
失
し
た
場
含
、
運
送
人
は
荷
送
人
に
対
し
て
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う
の
は
当
然
で
あ
る
が

そ
れ
と
は
別
に
、
荷
送
人
に
対
す
る
所
有
権
侵
害
を
伴
う
た
め
に
不
法
行
為
責
任
の
構
成
要
件
が
存
在
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
の
で
、
運
送
人
の
責
任

は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
責
任
の
併
存
ま
た
は
択
一
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
構
成
の
余
地
が
あ
る
。
ま
ず
、
あ
る
事
実
が
債
務
不
履
行
と
不
法
行
為
と
の
構
成

要
件
を
同
時
に
満
た
せ
ば
、
各
々
の
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
は
実
質
的
に
別
個
に
成
立
す
る
と
い
う
立
場
に
よ
れ
ば
、
債
務
不
履
行
責
任
と
不
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法
行
為
責
任
と
は
併
存
す
る
（
請
求
権
競
合
説
。
最
判
昭
四
四
・
一
〇
・
一
七
判
時
五
七
五
号
七
一
頁
）
。
次
に
、
運
送
契
約
が
存
在
す
る
以
上
、
契
約

法
は
不
法
行
為
法
に
た
い
し
て
特
別
法
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
々
の
責
任
に
基
づ
く
二
つ
の
請
求
権
は
法
文
上
は
抽
象
的
に
競
合
し
て
は
い
る
が

実
質
的
に
は
一
つ
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
債
務
不
履
行
責
任
の
み
が
生
ず
る
（
法
条
競
合
説
“
非
競
合
説
。
大
隅
健
一
郎
・
商
行
為
法
一
四
二

頁
、
石
井
照
久
”
鴻
常
夫
・
商
行
為
法
一
五
一
頁
、
西
原
寛
一
・
商
行
為
法
三
〇
五
頁
。
）
。
そ
し
て
、
荷
送
人
は
運
送
品
の
取
扱
い
に
通
常
伴
う
よ
う

な
損
害
に
つ
い
て
は
、
運
送
人
の
不
法
行
為
責
任
を
予
め
黙
示
的
に
免
除
し
て
い
る
の
で
、
通
常
の
場
合
は
債
務
不
履
行
責
任
の
み
が
生
じ
、
契
約
に
予

想
さ
れ
た
程
度
を
著
し
く
逸
脱
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
運
送
人
が
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
っ
て
運
送
品
を
滅
失
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
に

は
不
法
行
為
責
任
も
生
ず
る
と
す
る
立
場
（
折
衷
説
。
戸
田
修
三
・
「
運
送
人
の
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
」
商
法
の
争
点
一
九
三
頁
、
小
町
谷
操
三

・
商
行
為
法
論
二
八
○
頁
、
松
本
薫
治
・
商
行
為
法
二
〇
四
頁
）
が
あ
る
。
本
判
決
は
、
判
例
の
立
場
た
る
請
求
権
競
合
説
に
た
つ
も
の
で
あ
り
、
原
告

の
主
張
ど
お
り
運
送
人
の
不
法
行
為
責
任
を
認
め
て
い
る
（
こ
の
よ
う
に
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
前
掲
最
判
昭
四
四
・
一
〇
・
一
七
、

東
京
地
裁
昭
五
七
・
五
・
二
五
判
時
一
〇
四
三
号
二
二
頁
、
請
求
権
競
合
説
に
た
ち
債
務
不
履
行
責
任
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
右
東
京
地
裁
判
決
の
控

訴
審
判
決
た
る
東
京
高
裁
昭
五
八
・
六
・
二
九
判
時
一
〇
八
四
号
一
二
頁
、
東
京
地
裁
昭
五
七
・
五
・
二
一
判
時
一
〇
四
三
号
二
二
頁
、
そ
の
控
訴
審
判

決
た
る
東
京
高
裁
昭
五
八
・
九
・
二
〇
判
時
一
〇
九
三
号
八
○
頁
が
あ
る
．
）
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
立
場
は
、
運
送
人
の
責
任
の
性
質
お
よ
び
範
囲
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
の
理
論
的
前
提
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
こ
れ
ら
三
つ
の
立
場

の
当
否
を
検
討
す
る
ご
と
が
先
決
問
題
と
い
え
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
実
体
法
的
お
よ
び
訴
訟
法
的
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た

だ
、
実
際
に
こ
れ
ら
三
つ
の
立
場
が
間
題
と
さ
れ
る
場
合
、
二
つ
の
請
求
権
の
要
件
効
果
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
説
に
立
っ
て
責
任
を
構
成
す
る
の
が
よ
い
か

が
争
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
件
に
関
し
て
い
え
ぽ
、
運
送
品
が
高
価
品
で
あ
り
、
そ
の
明
告
が
な
さ
れ
て
い
た
場
合
の
賠
償
額
の
範
囲

に
着
目
し
て
各
々
の
立
場
の
当
否
を
考
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
　
賠
償
額
か
ら
み
た
各
説
を
次
に
検
討
す
る
。



　
ω
　
請
求
権
競
合
説

　
こ
の
説
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
賠
償
額
の
範
囲
に
つ
い
て
も
あ
く
ま
で
も
不

法
行
為
法
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
説
（
純
粋
競
合
説
）
に
た
つ
と
、
運
送
人
は
損
害
の
全
額
を
賠
償
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
判
例
は
、
こ
の
よ
う
に
請

求
権
競
合
説
を
徹
底
し
て
貫
い
て
お
り
（
前
掲
最
判
昭
四
四
・
一
〇
・
一
七
）
、
本
件
判
旨
も
そ
れ
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
請
求
権
の
競
合

に
ょ
り
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
要
件
効
果
は
、
運
送
人
の
責
任
の
減
免
を
定
め
て
い
る
商
法
等
の
諸
規
定
の
影
響
を
受
け
、
責

任
の
内
容
も
制
限
さ
れ
る
と
考
え
る
説
（
制
限
的
競
合
説
。
田
中
誠
二
「
商
法
に
お
け
る
請
求
権
競
合
の
問
題
」
商
事
法
研
究
二
巻
二
六
〇
頁
、
竹
田
省

・
商
行
為
法
一
七
八
頁
、
鈴
木
竹
雄
・
新
版
商
行
為
法
保
険
法
海
商
法
四
三
頁
、
大
森
忠
夫
・
商
法
総
則
商
行
為
法
二
七
二
頁
、
判
例
と
し
て
は
、
前
掲

東
京
地
裁
昭
五
七
・
五
・
二
五
）
に
た
つ
と
、
賠
償
額
は
商
法
第
五
七
八
条
の
適
用
に
よ
り
明
告
額
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
鉄
道
運
送
の
場
合
、

さ
ら
に
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
に
よ
る
責
任
制
限
が
あ
る
の
で
こ
の
規
定
と
商
法
第
五
七
八
条
と
の
適
用
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
。
）
。
つ
ま
り
、
同
条
は
、
運
送
品
が
高
価
品
で
あ
る
場
合
に
は
、
荷
送
人
が
そ
の
種
類
・
価
額
を
明
告
し
て
い
な
い
限
り
、
運
送
品
が
滅
失
し

て
も
運
送
人
は
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
る
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
本
条
は
も
と
も
と
運
送
人
の
責
任
の
成
否
に
関
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
運
送
品

の
実
際
の
価
額
よ
り
も
明
告
額
の
方
が
少
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
本
条
が
適
用
さ
れ
る
と
、
事
実
上
運
送
人
の
責
任
を
明
告
額
ま
で
制
限
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
説
に
よ
っ
て
も
、
不
法
行
為
の
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
本
条
の
適
用
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
運
送
人
が
故
意

に
運
送
品
を
滅
失
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
に
は
適
用
を
認
め
な
い
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
（
平
出
慶
道
・
商
行
為
法
四
七
三
頁
）
。
問
題
は
重
過

失
が
あ
っ
た
場
合
の
本
条
の
適
用
の
有
無
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
制
限
的
競
合
説
に

お
い
て
は
、
運
送
人
に
軽
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
不
法
行
為
責
任
に
つ
ぎ
本
条
の
適
用
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
少
な
く
と
も
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
⑧
　
法
条
競
合
説

　
こ
の
説
で
は
、
債
務
不
履
行
責
任
の
み
が
生
じ
る
の
で
、
賠
償
額
も
、
債
務
不
履
行
責
任
に
関
す
る
商
法
第
五
七
八
条
が
当
然
適
用
さ
れ
て
（
本
条
と

鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
と
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
、
明
告
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
明
告
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
説
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の
論
理
で
い
く
と
不
法
行
為
責
任
の
生
じ
る
余
地
が
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
も
し
明
告
が
な
い
場
合
に
は
運
送
人
は
本
条
に
よ
り
債
務
不
履
行
責
任
を

負
わ
な
い
た
め
全
く
免
責
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
（
大
隅
・
前
掲
一
四
二
頁
）
、
運
送
品
の
滅
失
に
つ
き
運
送
人
に
故
意
や
重
過
失
が
あ
っ
た
場

合
に
ま
で
運
送
人
を
免
責
さ
せ
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
、
ま
た
、
明
告
が
あ
っ
た
場
合
で
も
明
告
額
ま
で
と
い
う
責
任
制
限
を
認
め
る
こ
と
が
妥
当
か

ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
故
意
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
も
不
法
行
為
責
任
の
成
立
す
る
余
地
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、

こ
の
場
合
に
は
高
価
品
と
し
て
の
（
債
務
不
履
行
責
任
に
基
づ
く
）
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
石
井
“
鴻
・
前
掲
一
五
五
頁
）
。

間
題
は
重
過
失
の
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
法
条
競
合
説
と
前
出
の
制
限
的
競
合
説
と
で
は
、
責
任
の
性
質
の
と
ら
え
方
は
異
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
賠

償
額
の
範
囲
に
関
し
て
は
、
運
送
人
が
重
過
失
に
よ
っ
て
運
送
品
を
滅
失
さ
せ
た
場
合
に
本
条
に
ょ
る
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
が
ど

ち
ら
の
説
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
条
に
よ
る
保
護
を
肯
定
す
る
考
え
方
の
根
拠
と
し
て
は
、
本
条
に
は
重
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
は
適
用
が
排
除

さ
れ
る
旨
の
明
文
が
な
い
こ
と
（
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
第
三
項
対
照
）
、
商
法
第
五
八
一
条
で
は
運
送
人
に
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
っ
た
場
合

に
は
一
切
の
損
害
を
賠
償
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
条
は
も
っ
ぱ
ら
商
法
第
五
八
O
条
の
定
額
賠
償
を
排
除
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
っ

て
、
商
法
第
五
七
八
条
と
は
関
係
の
な
い
規
定
で
あ
る
こ
と
（
本
件
に
お
け
る
Y
の
主
張
、
倉
沢
康
一
郎
・
判
評
二
五
八
号
四
四
頁
〈
判
時
九
六
六
号
一

八
二
頁
〉
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
条
と
同
様
に
運
送
人
の
保
護
を
趣
旨
と
す
る
他
の
責
任
制
限
規
定
（
商
法
第
五
八
○
条
、
鉄
道
営
業
法
第

二
条
ノ
ニ
第
二
項
）
が
、
運
送
人
に
悪
意
ま
た
は
重
過
失
あ
る
場
合
に
は
排
除
さ
れ
て
い
る
（
商
法
第
五
八
一
条
、
鉄
道
営
業
法
第
二
条
ノ
ニ
第
三

項
）
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
商
法
第
五
七
八
条
だ
け
を
特
別
扱
い
す
る
理
由
に
乏
し
い
。
つ
ま
り
、
通
常
品
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
運
送
人
は
定
額
賠
償

を
す
べ
き
こ
と
に
な
る
と
い
う
対
価
的
バ
ラ
ン
ス
は
、
商
法
第
五
八
一
条
に
よ
り
、
運
送
人
に
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
崩
さ
れ
て
、
一
切

の
損
害
を
賠
償
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
高
価
品
に
つ
い
て
も
、
明
告
額
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
そ
の
対
価
的
バ
ラ
ソ
ス
は
、
通
常
品
の
場

合
と
パ
ラ
レ
ル
に
崩
さ
れ
て
一
切
の
損
害
賠
償
を
な
す
べ
き
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
（
山
下
友
信
・
判
評
二
九
〇
号
四
九
頁
く
判
時
一
〇
六
七

号
一
二
一
頁
V
）
、
ま
た
、
同
じ
高
価
品
と
い
う
点
で
は
、
鉄
道
営
業
法
第
二
条
ノ
ニ
第
三
項
は
、
表
示
額
ま
た
は
最
低
限
度
の
賠
償
額
と
い
う
責
任

制
限
は
、
運
送
人
の
悪
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
っ
て
こ
れ
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
石
井
吉
也
・



昭
五
七
年
度
重
要
判
例
解
説
一
〇
五
頁
）
。
重
過
失
と
い
っ
て
も
、
故
意
ま
た
は
悪
意
に
近
い
も
の
か
ら
軽
過
失
に
近
い
も
の
ま
で
か
な
り
幅
の
あ
る
概

念
で
あ
る
か
ら
、
重
過
失
を
無
条
件
に
運
送
人
保
護
排
除
の
基
準
と
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
重
過
失
が
、
ほ
と
ん
ど
故
意
に
近
似
す

る
注
意
欠
如
の
状
態
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
判
昭
三
二
・
七
・
九
民
集
一
一
巻
七
号
一
二
〇
三
頁
、
平
出
・
前
掲
四
六
五
頁
）
か
ぎ
り
で
は
さ
し

つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
運
送
品
の
滅
失
に
つ
き
運
送
人
に
重
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
運
送
人
は
商
法
第
五
七
八
条
に
よ
る
保
護

を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
法
文
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
商
法
第
五
八
一
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
も
の
（
東
京
高
裁
昭
五

四
・
九
・
二
五
判
時
九
四
四
号
一
〇
六
頁
）
が
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
条
が
商
法
第
五
七
八
条
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
問
題
が
残
っ

て
い
る
の
で
、
商
法
第
五
七
八
条
の
解
釈
に
よ
っ
て
故
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
っ
た
場
合
の
適
用
排
除
を
認
め
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
結
局
、
法
条
競
合
説
、
制
限
的
競
合
説
と
も
に
、
賠
償
額
は
、
運
送
人
に
軽
過
失
あ
る
場
合
だ
け
が
明
告
額
で
あ
り
、

故
意
ま
た
は
重
過
失
あ
る
場
合
は
全
額
と
な
る
。

　
⑧
　
折
衷
説

　
こ
の
説
で
は
、
運
送
品
の
滅
失
の
態
様
を
、
最
初
か
ら
軽
過
失
に
よ
る
場
合
と
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
場
合
と
に
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
賠

償
額
は
、
軽
過
失
に
よ
る
滅
失
の
場
合
は
債
務
不
履
行
責
任
の
み
が
生
じ
、
商
法
第
五
七
八
条
に
よ
り
明
告
額
で
あ
り
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
滅

失
の
場
合
は
不
法
行
為
責
任
が
生
じ
、
全
額
と
な
る
。

　
以
上
、
賠
償
額
に
着
目
し
て
各
説
を
み
て
く
る
と
、
制
限
的
競
合
説
、
法
条
競
合
説
、
折
衷
説
で
は
、
運
送
人
に
軽
過
失
あ
る
場
合
に
は
運
送
人
は
商

法
第
五
七
八
条
の
保
護
を
受
け
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
あ
る
場
合
に
は
保
護
は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
純
粋
競
合
説
で

い
く
と
、
不
法
行
為
の
成
立
要
件
が
、
折
衷
説
の
よ
う
に
故
意
ま
た
は
重
過
失
と
い
う
よ
う
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
も
と
も
と
通
常
の
過
失
で
も

足
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
い
っ
た
ん
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
、
制
限
的
競
合
説
と
異
な
り
、
商
法
第
五
七
八
条
の
適
用
の
余
地
が

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
荷
送
人
と
し
て
は
、
不
法
行
為
責
任
を
主
張
し
て
過
去
を
立
証
し
さ
え
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
故
意
ま
た
は
重
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過
失
を
立
証
し
な
く
て
も
全
額
賠
償
を
と
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
で
は
、
契
約
法
の
分
野
に
お
い
て
運
送
人
の
軽
過
失
を
免
責
し
て
い
る
こ

と
が
無
意
味
と
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
運
送
人
は
不
法
行
為
責
任
を
追
及
さ
れ
る
と
、
免
責
の
余
地
が
最
初
か
ら
せ
ば
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
少
な
く
と
も
判
旨
の
と
る
か
か
る
立
場
に
は
賛
成
で
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
以
外
の
ど
の
立
場
が
妥
当
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
賠
償
額
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
ど
の
立
場
も
同
じ
結
果
を
導
く
の
で
優
劣
は
決
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
責
任
の
性
質
の
と
ら
え
方
に
関
し
て
各
々
の
立
場
を
み
た
場

合
、
制
限
的
競
合
説
は
、
債
務
不
履
行
責
任
を
前
提
と
す
る
商
法
第
五
七
八
条
の
規
定
を
、
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
に

無
理
が
あ
り
、
法
条
競
合
説
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
不
法
行
為
責
任
は
生
じ
な
い
と
す
る
点
で
、
や
や
技
巧
的
に
す
ぎ
る
。
基
本
的
に
は
、
債
務
不
履

行
責
任
と
不
法
行
為
責
任
と
が
生
ず
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
不
法
行
為
責
任
は
、
帰
責
事
由
の
程
度
が
大
き
い
場
合
に
生
ず
る
と
す
る
の
が
、
契
約

当
事
者
の
意
思
に
沿
っ
た
見
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
三
　
本
件
判
決
で
は
、
結
果
と
し
て
ほ
ぼ
全
額
の
賠
償
を
認
め
た
の
だ
が
、
か
か
る
結
果
の
妥
当
性
を
判
旨
以
外
の
立
場
か
ら
判
断
す
る
と
、
結
局
、

運
送
人
の
重
過
失
の
有
無
が
焦
点
と
な
っ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
件
類
似
の
事
案
二
件
に
つ
ぎ
最
近
す
で
に
控
訴
審
判
決
ま
で
出
て
い
る
。
い
ず
れ
も
国
鉄
駅
構
内
に
お
い
て
株
券
な
ど
の
貴
重
品
小
荷

物
が
盗
ま
れ
た
事
件
で
あ
り
、
運
送
人
（
国
鉄
）
の
過
失
の
程
度
の
判
断
に
つ
ぎ
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
名
古
屋
駅
に
お
け
る
も
の
で
あ

り
、
貴
重
品
在
中
の
小
荷
物
を
積
ん
だ
手
押
車
が
、
一
般
乗
客
の
立
入
自
由
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
上
の
階
段
手
摺
付
近
に
一
時
的
に
停
め
ら
れ
、
係
員
が

他
の
荷
物
取
扱
い
の
た
め
に
そ
の
手
押
車
か
ら
目
を
離
し
た
二
分
程
の
間
に
右
小
荷
物
が
盗
ま
れ
た
事
件
で
あ
り
、
判
旨
で
は
、
　
「
（
係
員
ら
が
、
）
手
押

車
に
積
載
し
て
い
る
品
物
が
貴
重
品
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
取
卸
作
業
中
に
一
時
手
押
車
を
停
め
て
お
く
場
所
と
し
て
階
段
の
降
り
口
付
近
を
避

け
、
自
己
の
視
野
の
及
ぶ
範
囲
に
置
ぎ
、
か
つ
監
視
を
怠
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
本
件
盗
難
事
故
は
容
易
に
防
げ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
…
…
、
重
大
な
過

失
が
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
　
（
前
掲
東
京
地
裁
昭
五
七
・
五
・
一
二
、
そ
の
控
訴
審
判
決
た
る
前
掲
東
京
高
裁
昭
五
八
・
九
・
二
〇
も
支

持
）
と
判
断
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
静
岡
駅
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
仕
切
ら
れ
た
荷
物
置
場
に
お
い
て
係
員
が



一
時
的
に
そ
の
場
所
を
離
れ
た
二
、
三
分
の
間
に
、
株
券
等
在
中
の
貴
重
品
小
荷
物
が
、
外
部
か
ら
侵
入
し
て
ぎ
た
窃
盗
団
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
た
事
件
で

あ
り
、
判
決
で
は
、
　
「
一
方
で
本
件
盗
難
事
故
は
（
係
員
）
が
本
件
小
荷
物
か
ら
目
を
離
し
た
ほ
ん
の
短
い
間
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に

こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
（
右
係
員
）
な
ら
ず
と
も
到
底
予
測
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
…
…
（
右
係
員
）

の
過
失
を
も
っ
て
重
過
失
と
評
す
る
の
は
余
り
に
も
過
酷
で
は
な
い
か
」
　
（
東
京
地
裁
昭
五
七
・
五
・
二
五
判
時
一
〇
四
三
号
二
二
頁
、
控
訴
審
た
る
東

京
高
裁
昭
五
八
・
六
・
二
九
判
時
一
〇
八
四
号
二
一
頁
も
支
持
）
と
判
断
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
二
件
を
み
る
か
ぎ
り
、
盗
難
現
場
が
一
般
人
の
通
行
L
て
い
る
場
所
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
重
過
失
の
有
無
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
盗
難
現
場
は
一
般
乗
客
が
自
由
に
立
入
る
こ
と
の
で
き
る
ホ
ー
ム
上
で
あ
り
、
名
古
屋
駅
に
お
け
る
事
件
と
ほ
ぽ
同
じ
状
況
で

あ
っ
た
が
、
判
決
理
由
で
は
不
法
行
為
責
任
と
い
う
構
成
を
し
て
い
る
の
で
と
く
に
重
過
失
の
有
無
は
判
断
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
過
失
の
程
度
に
関

し
て
次
の
よ
う
に
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
「
手
押
車
を
荷
物
積
込
み
口
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く
と
き
は
、
必
然
的
に
こ
れ
に
対
す
る
監
視

は
お
ろ
そ
か
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
右
両
名
が
他
の
手
押
車
の
小
荷
物
を
荷
物
車
内
に
積
込
む
作
業
に
専
念
し
て
い
る
間
に
、
一
般

乗
降
客
を
装
っ
て
本
件
手
押
車
に
近
付
き
、
そ
こ
に
積
載
さ
れ
て
い
た
本
件
小
荷
物
を
窃
取
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
本
件
盗

難
事
故
の
発
生
は
、
容
易
に
予
見
で
ぎ
た
と
こ
ろ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
列
車
の
到
着
後
直
ち
に
本
件
手
押
車
に
積

ん
で
あ
っ
た
貴
重
品
小
荷
物
を
荷
物
車
内
に
積
込
ん
で
し
ま
う
か
、
あ
る
い
は
、
積
込
み
は
後
回
し
に
し
て
も
、
す
み
や
か
に
本
件
手
押
車
を
荷
物
積
込

み
口
付
近
に
移
動
し
、
右
両
名
の
目
が
届
く
範
囲
内
に
置
く
等
の
措
置
を
採
れ
ば
、
容
易
に
そ
の
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
…
－
、
過
失
は
、
決
し
て
軽
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
」
事
実
認
定
な
の
で
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
が
、
盗
難
発
生
の
蓋
然
性
の
高
い
状
態
を
放

置
し
て
お
く
こ
と
は
、
十
分
に
重
過
失
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
四
　
本
件
判
旨
で
は
、
不
法
行
為
責
任
に
は
鉄
道
営
業
法
第
こ
条
ノ
ニ
も
商
法
第
五
七
八
条
も
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
立
場

か
ら
本
件
判
決
の
結
果
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
の
適
用
関
係
が
問
題
と
な
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
高
価
品
と
し
て
の
明
告
（
商
法
第
五
七
八
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条
）
は
さ
れ
て
い
た
が
、
要
償
額
の
表
示
（
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
）
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ま
ず
、
①
鉄
道
営
業
法
第

二
条
ノ
ニ
第
二
項
と
商
法
第
五
七
八
条
の
ど
ち
ら
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
②
と
く
に
運
送
人
に
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
、

鉄
道
営
業
法
第
二
条
ノ
ニ
第
三
項
と
商
法
第
五
七
八
条
の
ど
ち
ら
が
適
用
さ
れ
る
べ
ぎ
か
、
が
問
題
と
な
る
。

　
①
は
、
要
償
額
の
表
示
が
な
い
か
ら
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
第
二
項
に
よ
り
一
キ
・
グ
ラ
ム
あ
た
り
四
万
円
が
賠
償
限
度
な
の
か
、
そ
れ
と
も
明

告
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
商
法
第
五
七
八
条
に
よ
り
そ
の
明
告
額
が
賠
償
限
度
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
商
法
第
五
七
八
条
が
排
除
さ
れ

る
と
い
う
説
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
鉄
道
営
業
法
と
商
法
と
は
特
別
法
と
一
般
法
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
も
し
商
法
第
五
七
八
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
荷
送
人
は
表
示
料
の
支
払
を
し
な
く
て
も
明
告
を
し
て
割
増
運
賃
さ
え
支
払
っ
て
お
け
ば
、
そ
の
限
度
で
損
害
賠
償
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
、
表
示
料
の
制
度
は
空
文
化
す
る
こ
と
、
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
の
規
定
に
は
、
要
償
額
の
表
示
が
あ
る
場
合
と
、
な
い
場
合
と
の
双
方

に
つ
き
賠
償
額
の
定
め
が
あ
り
、
そ
れ
自
体
完
結
し
た
規
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
前
掲
東
京
高
裁
昭
五
八
．
六
・
二
九
）
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
た

い
し
、
商
法
第
五
七
八
条
の
適
用
を
肯
定
す
る
説
（
厳
密
に
い
え
ば
、
要
償
額
の
表
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
明
告
が
な
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
商
法
第
五

七
八
条
が
適
用
さ
れ
、
明
告
も
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
す
る
も
の
）
は
、
そ
の
根

拠
と
し
て
、
要
償
額
の
表
示
制
度
も
明
告
制
度
も
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
制
度
（
運
送
人
の
責
任
が
生
じ
う
る
損
害
賠
償
額
の
最
高
限
度
を
予
知
さ
せ
る
も

の
）
で
あ
る
か
ら
、
表
示
は
な
い
が
明
告
が
あ
る
場
合
に
は
あ
く
ま
で
明
告
額
が
い
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
（
前
掲
東
京
地
裁
昭
五
七
・
五
・
二

五
）
、
も
し
商
法
第
五
七
八
条
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
と
、
明
告
の
有
無
に
関
係
な
く
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
第
二
項
に
よ
り
一
括
し
て
処
理
さ
れ

る
た
め
、
要
償
額
の
表
示
が
な
け
れ
ば
、
高
価
品
と
し
て
明
告
を
し
て
割
増
運
賃
を
支
払
っ
た
者
も
明
告
を
し
な
か
っ
た
者
も
ひ
と
し
く
同
一
の
責
任
制

限
に
服
す
る
こ
と
に
な
り
、
衡
平
を
欠
く
こ
と
（
山
下
、
前
掲
一
二
〇
頁
参
照
）
を
あ
げ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
商
法
第
五
七
八
条
は
適
用
を
排
除
さ

れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
し
か
に
、
明
告
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
は
そ
れ
が
生
か
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
点
で
は
同
条
適
用
説
は
結
果
的
妥
当
性

を
有
す
る
も
の
の
、
法
文
の
解
釈
と
し
て
は
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
条
を
適
用
せ
ず
し
て
明
告
額
ま
で
の
賠
僕
を
認
め
る
方
法
も
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
た
と
え
ば
、
明
告
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
運
送
人
は
当
該
運
送
品
が
高
価
品
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
に
、
要
償
額
表
示
制
度
を
荷
送
人
に
何



ら
説
明
し
な
い
で
お
い
て
、
後
に
な
っ
て
表
示
の
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
信
義
則
に
反
し
許
さ
れ
な
い
と
す
る
構
成
。
原
茂
太
一
・
金

融
商
事
判
例
六
六
二
号
五
六
頁
、
山
下
・
前
掲
一
二
一
頁
）
、
同
条
の
適
用
を
排
除
し
て
お
い
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
②
は
、
運
送
人
（
鉄
道
）
に
重
過
失
が
あ
っ
た
場
合
、
運
送
人
は
鉄
道
営
業
法
第
二
条
ノ
ニ
第
三
項
に
よ
り
全
額
賠
償
を
な
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も

商
法
第
五
七
八
条
に
よ
り
明
告
額
ま
で
の
賠
償
を
す
べ
き
か
、
と
い
う
間
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
商
法
第
五
七
八
条
は
運
送
人
に
重
過
失
あ
る
場
合
に

は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
を
と
れ
ば
、
こ
の
間
題
は
実
益
が
な
い
が
、
本
件
に
お
い
て
Y
は
、
重
過
失
あ
る
場
合
に
も
本
条
の
適
用
が
あ
る
と
い

う
前
提
で
、
本
条
が
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
第
三
項
を
排
除
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
判
例
と
し
て
、
鉄
道
営
業
法
第
一

一
条
ノ
ニ
第
三
項
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
も
の
が
出
て
い
る
が
（
前
掲
東
京
地
裁
昭
五
七
・
五
・
一
二
お
よ
び
そ
の
控
訴
審
判
決
た
る
前
掲
東
京
高
裁
昭

五
八
・
九
・
二
〇
）
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
鉄
道
営
業
法
は
商
法
の
特
別
法
で
あ
る
と
い
う
一
般
論
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
商
法
第
五
七

八
条
に
よ
り
明
告
額
ま
で
の
制
限
を
認
め
た
の
で
は
、
鉄
道
営
業
法
第
一
一
条
ノ
ニ
第
三
項
で
重
過
失
を
除
外
し
て
い
る
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

し
、
同
項
は
、
重
過
失
あ
る
運
送
人
は
こ
れ
を
保
護
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
運
送
人
を
わ
ざ
わ

ざ
商
法
第
五
七
八
条
に
よ
っ
て
保
護
す
る
必
要
も
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
重
過
失
あ
る
場
合
に
も
商
法
第
五
七
八
条
は
適
用
を
排
除
さ
れ

て
よ
い
。

　
　
本
件
の
判
例
評
釈
と
し
て
、
山
田
泰
彦
・
海
運
第
六
八
四
号
二
二
〇
頁
が
あ
る
。
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）

商
事
判
例
研
究
（
資
料
）

一
五
五



早
法
六
〇
巻
三
号

一
五
六

一
一
六
　
有
限
会
社
の
社
員
総
会
に
お
け
る
定
款
変
更
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
え
の
適
否

　
　
昭
和
五
九
年
三
月
二
三
日
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決
（
昭
和
五
九
年
㈲
第
＝
二
五
六
号
取
締
役
会
決
議
不
存
在
確
認
等
請
求
事
件
）

　
　
金
融
商
事
判
例
六
九
四
号
三
頁
－
上
告
棄
却

　
〔
事
実
〕

　
Y
有
限
会
社
（
被
告
・
控
訴
人
兼
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
昭
和
四
三
年
一
二
月
四
日
に
、
自
動
車
の
修
理
、
備
品
の
販
売
等
を
目
的
と
し
て
資

本
金
一
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。
そ
の
原
始
定
款
第
六
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
設
立
当
初
の
社
員
は
瓦
為
（
原
告
・
控
訴
人
兼

被
控
訴
人
・
上
告
人
）
お
よ
び
訴
外
三
名
で
あ
り
、
各
出
資
口
数
は
二
〇
口
（
出
資
一
口
一
万
円
）
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
原
始
定
款
第
七
条
に
よ
れ

ば
、
埼
（
代
表
取
締
役
）
、
為
お
よ
び
訴
外
一
名
は
取
締
役
に
、
他
の
訴
外
二
名
は
監
査
役
に
指
名
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
四
五
年
七
月
頃
、
Y
有
限
会
社
の

経
営
が
不
振
に
陥
っ
た
た
め
、
瓦
ん
は
、
港
湾
荷
役
お
よ
び
運
送
業
を
営
む
A
組
合
理
事
長
甲
に
経
営
の
立
て
直
し
を
依
頼
し
た
。
こ
の
頃
、
訴
外
三
名

は
前
後
し
て
役
員
を
辞
任
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
各
持
分
を
埼
為
に
対
し
て
譲
渡
す
る
旨
の
黙
示
の
同
意
が
な
さ
れ
た
。
他
方
、
同
年
コ
月
一
〇
日
に
、

埼
濁
お
よ
ぴ
A
組
合
理
事
長
甲
ら
四
名
は
、
①
Y
有
限
会
社
の
持
分
を
靖
（
一
五
口
）
、
濁
（
五
口
）
、
甲
（
五
五
口
）
お
よ
び
A
組
合
関
係
者
三
名
（
合

計
二
五
口
）
の
間
で
分
配
す
る
こ
と
、
②
取
締
役
、
監
査
役
各
二
名
を
A
組
合
よ
り
選
任
し
、
代
表
取
締
役
に
は
甲
が
就
任
す
る
こ
と
（
な
お
瓦
為
は
取

締
役
に
残
留
）
な
ど
を
主
要
な
柱
と
す
る
条
件
を
と
り
決
め
、
Y
有
限
会
社
の
資
金
繰
り
や
経
営
再
建
の
方
法
に
つ
き
合
意
に
達
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Y

有
限
会
社
の
社
員
総
会
議
事
録
に
は
、
こ
の
事
実
に
反
し
て
、
①
②
な
ど
の
内
容
の
各
決
議
が
同
年
一
二
月
一
五
日
の
臨
時
社
員
総
会
に
お
い
て
な
さ
れ

た
旨
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
原
始
定
款
の
変
更
と
一
二
月
二
六
日
付
の
変
更
登
記
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
合
意
の
成
立
後
も
、
Y
有
限
会
社
の

現
場
の
仕
事
の
指
揮
は
従
来
ど
お
り
瓦
に
一
任
さ
れ
て
い
た
が
、
経
理
事
務
は
A
組
合
関
係
者
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
甲
の
奔
走
な
ど
も
あ



っ
て
、
昭
和
四
七
年
秋
頃
ま
で
、
Y
有
限
会
社
の
経
営
は
順
調
に
続
け
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
九
月
頃
に
、
Y
有
限
会
社
が
売
上
金
の
一
部
横

領
を
理
由
に
埼
為
を
告
訴
し
た
（
不
起
訴
処
分
）
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
翰
為
は
取
締
役
を
辞
任
し
、
そ
れ
に
同
調
し
て
Y
有
限
会
社
の
大
半
の
従
業
員

が
退
職
し
た
た
め
に
、
Y
有
限
会
社
は
休
業
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
、
瓦
鞠
は
、
同
年
九
月
一
二
日
に
Y
有
限
会
社
と
同
種
の
営
業
を

目
的
と
す
る
会
社
を
設
立
し
、
Y
有
限
会
社
の
施
設
お
よ
び
設
備
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
営
業
を
開
始
し
た
た
め
、
Y
有
限
会
社
は
、
昭
和
四
八
年
二
月

二
日
に
濁
為
を
被
告
と
し
て
工
場
の
明
渡
を
求
め
る
訴
を
提
起
し
た
。
そ
こ
で
、
瓦
為
は
、
同
年
七
月
四
日
に
本
訴
を
提
起
し
、
昭
和
四
五
年
二
月
一

〇
日
お
よ
び
同
年
二
一
月
一
五
日
に
お
け
る
①
持
分
譲
渡
承
認
に
関
す
る
社
員
総
会
決
議
、
②
取
締
役
、
監
査
役
選
任
に
関
す
る
社
員
総
会
決
議
、
③
両

決
議
に
も
と
づ
く
定
款
変
更
決
議
な
る
も
の
は
、
単
な
る
資
金
融
資
の
た
め
の
合
意
に
す
ぎ
ず
、
現
に
、
各
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
各
決
議
が
な
さ
れ
た

と
い
う
事
実
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
審
（
松
山
地
八
幡
浜
支
判
昭
和
五
四
・
二
・
九
）
は
、
ま
ず
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
一
五
目
の
各
社
員
総
会
決
議
と
同
年
二
月
一
〇
日
の
①
の

社
員
総
会
決
議
の
不
存
在
を
確
認
し
た
。
次
に
、
一
一
月
一
〇
日
に
招
集
手
続
を
省
略
し
て
②
の
社
員
総
会
決
議
が
な
さ
れ
た
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
、
定

款
に
設
立
当
初
の
取
締
役
、
監
査
役
を
定
め
た
場
合
で
も
、
そ
の
解
任
お
よ
び
新
た
な
役
員
の
選
任
は
定
款
変
更
決
議
を
要
せ
ず
、
普
通
決
議
で
足
り
る
こ

と
か
ら
、
③
の
定
款
変
更
決
議
に
は
不
存
在
確
認
の
利
益
が
な
い
と
し
て
請
求
を
却
下
し
た
。
最
後
に
、
傍
論
と
し
て
、
た
と
え
昭
和
四
五
年
一
一
月
一

〇
目
の
社
員
総
会
に
お
け
る
各
決
議
が
事
実
上
不
存
在
で
あ
る
と
し
て
も
、
瓦
ん
の
請
求
に
は
訴
権
の
濫
用
を
疑
わ
し
め
る
余
地
が
あ
る
と
判
示
し
た
。

　
原
審
（
高
松
高
判
昭
和
五
七
・
九
・
二
一
）
は
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
一
五
日
の
各
決
議
の
不
存
在
と
同
年
二
月
一
〇
目
の
各
決
議
の
成
立
と
を
確

認
し
た
う
え
で
、
双
方
の
決
議
を
実
質
的
に
考
慮
し
て
、
そ
こ
に
一
体
性
を
認
め
、
一
二
月
一
五
日
の
各
決
議
の
不
存
在
を
認
容
し
た
一
審
判
決
を
取
消

し
、
①
②
の
社
員
総
会
決
議
に
つ
き
請
求
を
棄
却
、
③
の
定
款
変
更
決
議
に
つ
ぎ
不
存
在
確
認
の
利
益
が
な
い
と
し
て
請
求
を
却
下
し
た
。

　
瓦
濁
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
上
告
し
た
。
と
く
に
、
一
一
月
一
〇
日
お
よ
び
一
二
月
一
五
日
に
お
け
る
③
の
定
款
変
更
決
議
の
不
存
在
確
認
の
訴
を
不

適
法
と
し
て
却
下
し
た
原
判
決
に
は
、
法
令
解
釈
適
用
の
誤
り
等
の
違
法
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
、
③
の
定
款
変
更
決
議
不

存
在
確
認
の
訴
の
適
法
性
を
除
い
て
、
濁
為
の
上
告
理
由
を
排
斥
し
原
判
決
を
全
面
的
に
支
持
し
た
。

　
　
　
商
事
判
例
研
究
（
資
料
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
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〔
判
旨
〕

　
「
定
款
変
更
決
議
が
そ
の
決
議
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項
の
変
更
そ
の
も
の
に
つ
い
て
格
別
の
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
定
款

変
更
そ
の
も
の
の
決
議
に
疑
義
が
存
す
る
と
ぎ
は
、
そ
の
決
議
を
推
測
さ
せ
る
記
載
の
あ
る
定
款
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
右
決
議
の
効
力
な
い
し
そ
れ

か
ら
派
生
す
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
種
々
の
紛
争
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
か
る
紛
争
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
本
と
な
る
定
款

変
更
決
議
自
体
の
存
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
適
切
な
手
段
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
Y
有
限
会
社
の
定
款
変
更
決
議
不
存
在
の

確
認
を
求
め
る
請
求
部
分
の
訴
え
は
、
適
法
な
も
の
と
し
て
認
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
に
つ
い
て
更

に
検
討
す
る
に
、
…
…
定
款
変
更
決
議
の
不
存
在
の
確
認
を
求
め
る
請
求
部
分
は
、
理
由
が
な
い
と
し
て
棄
却
を
免
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
結
論

は
、
…
…
民
訴
法
三
九
六
条
、
三
八
五
条
に
よ
る
と
、
瓦
為
の
み
の
上
告
に
か
か
る
本
件
に
お
い
て
、
原
判
決
よ
り
瓦
為
に
不
利
益
な
結
論
と
な
る
判
決

を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
原
判
決
を
維
持
す
る
ほ
か
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
原
判
決
の
前
示
の
違
法
は
、
判
決
の
結
論
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い

と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
。
」

〔
参
照
条
文
〕
有
限
会
社
法
四
一
条
・
四
八
条
、
商
法
二
五
二
条
。

　
〔
批
評
〕

　
一
　
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
有
限
会
社
の
原
始
定
款
に
設
立
当
初
の
取
締
役
、
監
査
役
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
解
任
の
手
続
は

普
通
決
議
で
足
り
る
と
す
る
考
え
方
に
は
反
対
す
る
。

　
本
判
決
は
、
有
限
会
社
の
社
員
の
変
動
が
定
款
そ
の
も
の
の
変
動
に
は
あ
た
ら
ず
、
原
始
定
款
に
記
載
さ
れ
た
取
締
役
、
監
査
役
の
解
任
も
新
た
な
役

員
の
選
任
も
定
款
変
更
決
議
を
要
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
た
と
え
、
社
員
、
役
員
の
変
動
に
関
す
る
定
款
変
更
決
議
が
そ
の
決
議
の
内
容

と
な
っ
て
い
る
事
項
そ
の
も
の
に
つ
い
て
格
別
の
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
決
議
の
内
容
を
推
測
さ
せ
る
記
載
が
定
款
上
に
存



在
す
る
場
合
に
は
、
定
款
変
更
決
議
の
不
存
在
確
認
の
利
益
が
存
す
る
こ
と
を
認
め
た
判
決
で
あ
る
。
一
般
に
、
決
議
の
内
容
自
体
が
登
記
事
項
で
あ
る

場
合
、
そ
の
決
議
に
効
力
が
な
い
こ
と
を
対
世
的
に
確
定
す
べ
ぎ
必
要
性
（
確
認
の
利
益
）
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
決
議
の
内
容
自
体

が
登
記
事
項
に
該
当
し
な
い
場
合
に
、
決
議
の
不
存
在
を
確
認
す
る
利
益
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
依
然
と
し
て
未
解
決
で
あ
っ
た
。
本
件
に
お
い

て
、
最
高
裁
は
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
と
ら
え
、
定
款
変
更
決
議
の
内
容
が
登
記
事
項
に
該
当
し
な
く
と
も
、
定
款
ま
た
は
総
会
議
事
録
等
に
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
の
適
法
性
（
確
認
の
利
益
）
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
本
判
決
は
重
要
な
最
初
の
先
例
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
最
高
裁
は
、
原
判
決
の
確
定
し
た
事
実
に
も
と
づ
い
て
二
月
一
〇

日
の
各
社
員
総
会
決
議
と
二
一
月
一
五
日
の
各
社
員
総
会
決
議
の
同
一
性
を
認
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
上
一
二
月
一
五
日
の
定
款
変
更
決
議
が
存
在

し
た
こ
と
を
理
由
に
上
告
を
棄
却
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
事
訴
訟
法
上
、
被
上
訴
人
か
ら
上
訴
ま
た
は
附
帯
上
訴
が
な
さ
れ
な

い
か
ぎ
り
、
裁
判
所
は
、
上
訴
人
に
と
っ
て
不
利
益
に
原
判
決
を
変
更
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
（
三
八
五
条
、
三
九
六
条
）
（
断
燗
頒
鞍
蛾
嶽
吐
動
源
測

で
あ
る
が
、
被
告
か
ら
の
附
帯
控
訴
が
な
く
、
訴
は
適
法
で
あ
る
が
請
求
に
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
判
例
は
、
不
利
恭
変
更
の
禁
止
に
よ
り
請
求
を
却
下
す
べ
ぎ

と
す
る
が
、
学
説
は
、
こ
の
場
合
に
例
外
的
に
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
の
適
用
が
な
い
と
し
て
、
原
審
へ
必
要
的
差
戻
を
す
べ
ぎ
と
す
る
見
解
（
新
堂
圭
司
・
民
事
訴
訟
法
く
第
二
版
V
．
現
代
法
学
全

躾
醐
パ
五
㌫
細
願
轄
翻
副
混
舶
馴
イ
胴
藷
段
吻
焔
殴
吟
樋
硯
辮
臥
外
）
。
本
件
で
は
、
Y
有
限
会
社
か
ら
不
服
甲
立
（
上
告
ま
た
は
附
帯
上
告
）
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
手
続
的
に
は
、
訴
の
利
益
に
関
す
る
法
令
の
解
釈
適
用
に
違
法
が
あ
る
原
判
決
を
維
持
せ
ざ
る
を
え
な
い
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
　
本
件
で
は
、
第
一
に
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
の
確
認
の
利
益
の
判
断
基
準
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
有
限
会
社
お
よ
び
株
式
会
社
に
共
通

す
る
問
題
と
し
て
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
が
適
法
と
さ
れ
る
に
は
、
不
存
在
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
登
記
さ
れ
た
事
項
が
存
在
す
る
こ
と
を
要
す
る
か

否
か
で
あ
る
。

　
本
件
の
背
景
で
あ
る
旧
商
法
の
下
で
は
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
株
式
会
社
の
事
例
に
お

い
て
、
最
高
裁
は
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
を
商
法
第
二
五
二
条
に
照
ら
し
適
法
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
た
（
蘇
判
朋
緬
陥
稲
畔
弘
朝
払
朋
姻
曄
即
靴
譜
蹴
鵜
拡
窺
燈

配
五
）
。
こ
の
判
断
を
う
け
て
、
有
限
会
社
に
お
い
て
も
、
有
限
会
社
法
第
四
一
条
が
株
式
会
社
の
株
主
総
会
決
議
の
鍛
疵
に
関
す
る
一
連
の
規
定
（
二
四

七
条
な
い
し
二
五
二
条
）
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
、
社
員
総
会
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
の
適
法
性
が
肯
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
　
（
獣
靴
翫
館
ピ
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お
い
て
特
定
の
社
員
を
取
締
役
に
選
任
す
べ
ぎ
決
議
を
な
す
に
際
し
、
そ
の
特
定
の
社
員
は
特
別
利
害
関
係
人
に
あ
た
る
と
し
て
、
当
該
取
締
役
選
任
決
議
の
不
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
し
た
最
判
昭
和
五

三
年
四
月
一
四
日
民
集
三
二
巻
三
号
六
〇
一
頁
。
社
員
以
外
の
者
へ
の
持
分
譲
渡
に
つ
き
社
員
総
会
の
承
認
決
議
が
不
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
し
た
が
、
訴
権
の
濫
用
に

莇
軌
樋
祉
吻
鯉
舳
昧
知
ヨ
謀
都
鍵
肺
航
巌
瀾
照
和
五
V
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
説
上
、
こ
の
訴
の
適
否
、
性
質
等
を
め
ぐ
り
対
立
が
あ
っ
た
た
め
（
騨
税
罰
尉
髄
侃
粛
塾
蹴

陰
献
臓
○を
酔
ち
萄
鳳
知
構
鎚
測
針
融
灘
賜
絵
離
朧
就
休
港
淋
腸
財
躰
駝
）
、
商
法
は
、
昭
和
五
六
年
改
正
に
よ
り
、
多
数
説
・
判
例
に
し
た
が
っ
て
決
議
不
存
在
確
認
の
訴

を
確
認
訴
訟
の
一
類
型
と
し
て
無
効
確
認
の
訴
と
同
様
に
扱
う
こ
と
を
明
文
化
し
た
の
で
あ
る
（
二
五
二
条
）
。
さ
ら
に
、
今
回
の
改
正
は
、
実
務
上
決

議
不
存
在
の
訴
が
決
議
の
理
疵
を
争
う
訴
の
中
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
と
い
う
特
殊
事
情
を
考
慮
す
る
と
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

（
翫
味
騨
測
噺
礁
転
灘
翻
鵬
注
蝿
融
刊
欄
塑
映
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
の
適
否
を
め
ぐ
る
疑
義
に
は
最
終
的
な
結
着
が
つ
い
た
と
思

わ
れ
る
が
（
諏
醐
親
騨
靹
詔
隊
丑
磁
竃
論
甜
砿
照
）
、
な
お
、
こ
の
訴
が
訴
訟
の
一
つ
で
あ
る
か
ぎ
り
、
訴
の
性
質
、
訴
の
利
益
（
本
案
判
決
の
必
要
性
お
よ
び
実

効
性
）
な
ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
の
下
で
も
多
く
の
解
釈
上
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
（
略
舶
破
解
脇
隙
生
齢
絵
撒
犠
渤
螂
締
館
灘
灘
騒
庇
絵
縦
隊
瀟
謂
和

諦
離
確
鵬
⑳
蜥
肋
齢
恥
硫
吼
翼
劃
廿
醜
腓
稚
雄
腿
暦
）
。
と
り
わ
け
、
登
記
の
有
無
が
訴
の
利
益
と
の
関
係
で
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
が
間
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
形
成
訴
訟
説
に
よ
れ
ば
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
は
、
形
成
判
決
に
よ
り
登
記
簿
上
存
在
す
る
表
見
的
地
位
を
遡
及
的
に
失
わ
し
め
る
も
の
と
解
す
る

ゆ
え
に
、
不
存
在
確
認
の
訴
の
適
法
性
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
、
常
に
、
登
記
の
存
在
が
条
件
と
な
る
（
嶽
麺
緬
掛
騨
物
紗
繊
鰭
観
亀
癩
朋
必
旺
炉
新
声
五
傾
ガ

無
額
醐
研
魔
淋
鮒
躰
鍬
陥
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
確
認
訴
訟
説
で
も
、
多
数
説
・
判
例
は
、
登
記
の
も
つ
事
実
上
の
影
響
力
に
注
目
し
て
、
決
議
の
内
容
が
登
記

さ
れ
て
い
る
場
合
に
対
世
的
確
定
を
求
め
る
訴
の
必
要
性
お
よ
び
実
効
性
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
陥
挿
蹴
町
飴
職
触
畔
齢
禦
一
（
岬
畑
に
）
）
。
し
た
が
っ

て
、
確
認
訴
訟
説
は
、
形
成
訴
訟
説
と
異
な
り
、
登
記
が
存
在
し
な
い
以
上
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
に
は
常
に
適
法
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
趣
旨

で
あ
る
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
が
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
は
、
登
記
の
よ
う
な
決
議
の
存
在
に
匹
敵
す
る
社
会
的
事
実
の
効
力
を
否
認
す
る
訴
と
し

て
適
法
と
さ
れ
る
と
同
時
に
、
登
記
の
な
い
場
合
に
は
、
確
認
の
利
益
は
、
原
則
と
し
て
否
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
幹
甜
猷
峯
嚇
鮭
辮
隙
融
幡
勧
邸

鑛
糖
ど
舐
舗
識
嫌
隆
輪
蜷
囚
鵠
｛
砿
顛
腋
耕
勝
維
亀
融
硅
囎
融
勧
搬
講
勧
鯛
謝
呪
講
％
編
翻
牲
鑛
枇
縄
伽
醐
欝
確
鵜
颯
瞭
聯
慌
捻
鳥
）
。
す
な
わ
ち
、
登
記
の
有
無
が
、
不
存
在
確
認

の
利
益
を
左
右
す
る
重
要
か
つ
決
定
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
本
判
決
は
、
有
限
会
社
に
関
す
る
判
断
で
は
あ
る
が
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
の
適
法
性
を
登
記
の
有
無
に
代
わ
る
一
定
の
制
限
の
下
で
認
め
て
い
る



点
で
、
株
式
会
社
に
お
い
て
も
登
記
の
有
無
が
確
認
の
利
益
を
判
断
す
る
絶
対
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
解
す
べ
き
か
と
い
う
疑
問
を
一
掃
し
た
感

が
あ
る
。
本
判
決
に
し
た
が
え
ば
、
原
始
定
款
の
変
更
決
議
は
、
社
員
以
外
の
者
へ
の
持
分
譲
渡
の
承
認
（
一
九
条
二
項
）
お
よ
び
新
た
な
役
員
の
選
任

（
三
二
条
、
三
四
条
、
商
法
二
五
四
条
一
項
）
の
効
力
発
生
要
件
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
Y
有
限
会
社
は
、
定
款
変
更
決
議
に
も
と
づ
い
て
各
々
の
変
更

登
記
（
一
三
条
三
項
、
商
法
一
五
条
）
を
行
う
わ
け
で
は
な
く
、
本
件
の
定
款
変
更
決
議
は
、
単
に
、
総
会
議
事
録
に
よ
り
そ
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
Y
有
限
会
社
の
総
会
議
事
録
に
記
載
さ
れ
た
定
款
変
更
決
議
の
不
存
在
を
め
ぐ
っ
て
、
現
実
に
、
瓦
為
と
Y
有
限
会
社
の

間
で
紛
争
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
対
立
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
登
記
の
有
無
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
の
必
要
性
を
認
め

る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
商
法
第
二
九
〇
条
第
一
項
に
反
し
た
利
益
配
当
決
議
（
有
限
会
社
法
四
六
条
一
項
。
商
法
二
八
三
条
一
項
）
、

ま
た
は
取
締
役
の
報
酬
決
定
の
決
議
（
有
限
会
社
法
三
二
条
。
商
法
二
六
九
条
）
が
不
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
見
上
は
適
法
な
総
会
決
議
と

区
別
で
き
な
い
程
度
に
ま
で
整
っ
た
外
形
（
た
と
え
ば
、
総
会
議
事
録
）
が
あ
る
場
合
に
、
団
体
内
部
に
お
い
て
そ
の
決
議
の
有
効
性
に
つ
き
意
見
の
対

立
が
あ
り
、
会
社
も
こ
れ
に
従
う
べ
き
か
否
か
を
迷
う
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
多
数
説
・
判
例
を
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
事
実
上
決
議
の
存
在
を
推
定
せ
し
め
る
登
記
と
い
う
表
示
に
代
わ
り
、
決
議
の
外
形
的
事
実
と
い
う
表
示
に
よ
り
、
決
議
は
す
で
に
「
社
会
的

存
在
」
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
ぎ
と
思
わ
れ
る
（
翻
和
鞍
評
礁
舗
蜴
繕
卜
艶
に
璽
漱
解
膿
軸
獅
傷
灘
駐
聡
訟
鰍
）
。
た
と
え
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
し
て
も
、
こ

の
こ
と
は
、
決
議
は
成
立
し
た
が
、
手
続
上
ま
た
は
内
容
上
の
毅
疵
を
め
ぐ
っ
て
団
体
内
部
の
意
見
が
対
立
し
た
場
合
に
、
決
議
取
消
ま
た
は
無
効
の
訴

（
商
法
二
四
七
条
、
二
五
二
条
。
有
限
会
社
法
四
一
条
）
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
登

記
さ
れ
る
べ
き
決
議
内
容
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
登
記
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
含
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
（
甑
耕
誘
羅
↑
醐
註
聡
喰
触
臓
癖
既
曜
儒
切
瀬

比
配
甥
鰹
）
。
本
判
決
が
示
し
た
不
存
在
確
認
の
利
益
の
判
断
基
準
は
、
現
行
法
の
解
釈
に
お
い
て
も
重
要
な
指
針
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
三
　
第
二
の
間
題
は
、
原
始
定
款
に
設
立
当
初
の
取
締
役
、
監
査
役
を
定
め
た
場
合
に
、
そ
の
者
の
解
任
お
よ
び
新
た
な
役
員
の
選
任
に
関
し
て
定
款

変
更
決
議
（
四
七
条
、
四
八
条
）
を
要
す
る
の
か
、
ま
た
は
、
通
常
決
議
（
三
八
条
ノ
ニ
）
で
足
り
る
の
か
と
い
う
有
限
会
社
に
固
有
の
問
題
で
あ
る
。

有
限
会
社
で
は
、
取
締
役
は
必
要
的
機
関
（
二
五
条
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
監
査
役
は
任
意
的
機
関
（
三
三
条
一
項
）
に
と
ど
ま
る
が
、
そ
の
選
任
方
法
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早
法
六
〇
巻
三
口
万

一
六
二

は
、
原
則
と
し
て
、
必
ず
株
主
総
会
に
よ
る
選
任
を
前
提
と
す
る
株
式
会
社
の
規
定
を
準
用
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
（
三
二
条
、
三
四
条
一
項
。
商
法
二

五
四
条
一
、
三
項
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
有
限
会
社
法
は
、
設
立
当
初
の
取
締
役
、
監
査
役
に
か
ぎ
っ
て
定
款
で
指
名
で
き
る
と
定
め
て
お
り
（
二
条

一
項
、
三
三
条
二
項
）
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
設
立
時
で
も
選
任
を
前
提
と
す
る
株
式
会
社
（
一
七
〇
条
、
一
八
三
条
）
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る

（
獺
剛
働
翻
旋
祉
れ
叡
伽
創
た
軌
叡
め
○
砕
晒
び
測
御
鮪
諏
喰
胤
砿
ポ
躁
鉦
額
湖
旺
蘇
撫
ユ
獅
凍
ズ
碇
微
髄
撚
脚
豆
融
識
磯
鞭
肋
耀
晦
難
励
鷺
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
限
会
社
法
第
三
二

条
、
第
三
四
条
第
一
項
は
、
取
締
役
、
監
査
役
の
解
任
お
よ
び
新
た
な
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
商
法
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

（
二
五
七
条
一
項
、
二
五
四
条
一
項
）
（
瓦
。
勧
姻
温
癬
初
屏
胸
次
飴
離
滞
許
私
期
際
微
ゼ
醗
騰
⑰
綻
勧
駐
鹸
難
題
獅
椴
咽
初
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
原
始
定
款
に
指
名
さ
れ
た
取
締

役
、
監
査
役
の
解
任
お
よ
び
新
た
な
役
員
の
選
任
の
手
続
に
つ
い
て
疑
義
が
生
ず
る
。
と
く
に
、
原
始
定
款
に
指
名
さ
れ
た
設
立
当
初
の
役
員
の
解
任
手

続
を
め
ぐ
っ
て
、
学
説
上
、
見
解
の
対
立
が
あ
る
。

　
定
款
変
更
の
手
続
を
要
し
な
い
と
す
る
多
数
説
に
よ
れ
ぽ
、
有
限
会
社
の
取
締
役
は
元
来
総
社
員
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
原
始
定

款
に
よ
る
取
締
役
の
指
名
も
定
款
作
成
の
機
会
に
お
い
て
総
社
員
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
う
る
と
解
す
る
。
さ
ら
に
、
原
始
定
款
に
ょ
る
選

任
方
法
は
、
定
款
の
相
対
的
記
載
事
項
に
す
ぎ
ず
、
定
款
の
効
力
自
体
に
は
い
か
な
る
影
響
も
与
え
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
決
議
に
も
と
づ

く
取
締
役
、
監
査
役
の
解
任
の
の
ち
に
、
定
款
の
基
礎
た
る
事
実
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
定
款
変
更
を
行
え
ば
足
り
る
の
で
あ
る
（
飢
御
灘
鮎
．
粧
嫁

騨
諸
墾
均
謬
離
欝
獅
蘇
甥
難
釧
離
臨
鮪
離
驕
餅
誘
灘
藥
楼
型
議
）
．
判
禦
こ
の
立
場
藷
襲
し
て
い
る
（
講
顯
既
罐
馨
齢

馳
じ
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
の
一
部
に
は
、
有
限
会
社
の
人
的
会
社
と
し
て
の
特
徴
お
よ
び
組
織
の
簡
易
性
を
重
視
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解

が
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
原
始
定
款
に
取
締
役
が
定
め
ら
れ
、
し
か
も
任
期
の
定
め
が
な
い
場
合
に
は
、
一
応
そ
の
取
締
役
の
生
存
中
、
ま
た
は
、

会
社
の
存
続
中
そ
の
者
が
取
締
役
と
し
て
の
地
位
を
保
つ
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
す
で
に
定
款
で
予
定
さ
れ
て
い
る
任
期
満
了
、
ま
た

は
、
判
決
に
よ
る
解
任
（
三
一
条
ノ
三
、
三
四
条
一
項
）
の
場
合
を
除
い
て
、
定
款
に
指
名
さ
れ
た
取
締
役
を
解
任
す
る
に
は
定
款
変
更
の
手
続
を
要
す

る
と
す
る
（
離
源
調
機
滑
鏑
構
渕
糊
闘
餓
撫
姻
証
鉱
麻
盤
鯉
馳
一
紅
卜
姻
期
）
。
し
た
が
っ
て
、
定
款
変
更
決
議
に
も
と
づ
き
設
立
当
初
の
取
締
役
、
監
査
役
の
変
更
登

記
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
に
な
る
（
一
三
条
三
項
。
商
法
一
五
条
）
。



　
本
判
決
は
、
多
数
説
・
判
例
に
し
た
が
い
、
　
「
定
款
に
設
立
当
初
の
取
締
役
、
監
査
役
を
定
め
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
解
任
、
選
任
は
定
款
の
変

更
を
要
せ
ず
、
社
員
総
会
の
普
通
決
議
を
も
っ
て
足
り
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
有
限
会
社
法
が
、
設
立
当
初
の
取

締
役
、
監
査
役
の
選
任
に
つ
い
て
二
通
り
の
方
法
を
定
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
解
任
に
つ
い
て
は
別
段
の
定
め
を
お
い
て
い
な
い
以
上
、
株

式
会
社
に
な
ら
っ
て
普
通
決
議
で
足
り
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
、
そ
の
後
の
新
た
な
取
締
役
、
監
査
役
を
選
任
す
る
に
あ
た

っ
て
も
、
決
議
要
件
に
関
す
る
特
則
が
な
い
以
上
は
商
法
の
規
定
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
磁
怯
聯
胤
胤
諏
燃
鍵
碇
鍬
歓
臓
櫛
鍛
鱒
魅
碇
勧
棚
叙
凝
騨
融
萱
猛
齢

撤
朝
戯
靴
せ
鄭
購
細
効
巧
あ
配
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
式
会
社
は
、
一
般
に
、
所
有
と
経
営
が
分
離
し
た
比
較
的
規
模
の
大
き
い
公
開
会
社
で
あ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
法
は
、
有
限
会
社
法
と
は
異
な
り
、
定
款
に
よ
る
役
員
の
指
名
も
、
そ
の
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
こ
と
も
禁
止
し

（
二
五
四
条
二
項
）
、
常
に
株
主
総
会
に
お
け
る
選
任
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
有
限
会
社
は
、
中
小
企
業
の
経
営
に
最
も
適
し
た
法

形
態
と
し
て
、
物
的
会
社
の
資
本
機
構
、
経
営
機
構
が
簡
易
化
さ
れ
、
閉
鎖
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
法
体
制
を
異

に
す
る
有
限
会
社
法
の
領
域
に
、
原
則
と
し
て
公
開
会
社
を
対
象
と
す
る
株
式
会
社
法
の
規
定
を
単
純
に
準
用
す
る
こ
と
に
は
大
い
に
疑
義
が
あ
る
（
離
磁

購
㎡
物
雌
劒
澁
乳
次
髄
嘉
蜷
椴
醍
眺
楠
眼
絵
権
融
糊
吻
魂
誤
尼
叫
個
酷
即
齢
礁
針
鮮
稲
）
。
事
実
、
有
限
会
社
の
原
始
定
款
が
取
締
役
、
監
査
役
を
指
名
す
る
背
後
に
は
、
個

人
事
業
家
が
そ
の
個
人
事
業
を
有
限
会
社
に
改
め
る
と
同
時
に
、
経
営
の
実
権
を
自
己
ま
た
は
自
己
の
腹
心
の
者
の
手
中
に
と
ど
め
て
お
こ
う
と
す
る
場

合
、
ま
た
は
、
自
分
が
取
締
役
に
な
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
会
社
に
出
資
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
設
立
の
当
初
か
ら
事
業
の
主
宰
者
た
る
者
の
地
位
を
固

定
的
と
し
、
長
期
に
わ
た
り
そ
の
者
に
よ
っ
て
事
業
が
行
わ
れ
る
べ
ぎ
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
（
碓
源
羅
響
輸
難
盟
癖
僚
卜
梱
鎮
一

瀬
郷
講
畑
敏
臆
恥
）
。
本
件
で
は
、
設
立
当
初
の
訴
外
三
名
が
名
目
的
な
役
員
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
埼
が
経
営
権
を
自
己
お
よ
び
息
子
殉
に
集
中
さ

せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
容
易
に
推
測
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
濁
ん
に
は
、
設
立
当
初
の
取
締
役
、
監
査
役
を

定
款
事
項
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
解
任
手
続
に
つ
い
て
は
そ
の
要
件
を
加
重
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
有
限
会
社
に
お
け
る
取
締
役
、
監
査
役
の
特
殊
性
お
よ
び
実
体
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
有
限
会
社
法
第
二
条
第
一
項
が
定
め
る
二
通

り
の
役
員
選
任
方
法
は
単
な
る
選
択
肢
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
有
限
会
社
の
閉
鎖
性
を
強
め
る
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

　
　
　
商
事
判
例
研
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一
六
四

て
、
少
数
説
に
与
し
、
定
款
に
役
員
の
指
定
が
あ
り
、
任
期
の
定
め
の
な
い
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
定
款
変
更
の
手
続
（
四
七
条
、
四
八
条
）
が
有

限
会
社
法
第
三
二
条
、
第
三
四
条
に
優
先
す
べ
ぎ
で
あ
っ
て
、
定
款
変
更
手
続
を
欠
ぎ
、
普
通
決
議
に
ょ
る
取
締
役
、
監
査
役
の
解
任
決
議
の
み
で
は
、

い
か
な
る
法
的
効
果
も
生
じ
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
本
件
で
は
、
設
立
当
初
の
役
員
三
名
は
、
瓦
為
に
対
し
て
辞
任
の
意
思
表
示
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
Y
有
限
会
社
は
、
委
任
契
約
の
消
滅
に
よ
り
（
三
二
条
。
商
法
二
五
四
条
三
項
。
民
法
六
五
一
条
一
項
）
、
た
だ
ち
に
定
款
を
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
四
第
三
に
、
昭
和
四
五
年
二
月
一
〇
日
の
社
員
総
会
決
議
と
同
年
二
一
月
一
五
日
の
社
員
総
会
決
議
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
一
応
の
検
討
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
件
に
お
い
て
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
一
五
日
の
各
決
議
の
不
存
在
と
い
う
事
実
に
関
し
て
は
当
事
者
問
に
争
い
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
一
二
月
一
五
日
の
社
員
総
会
は
一
一
月
］
○
日
の
社
員
総
会
の
延
会
ま
た
は
継
続
会
（
四
一
条
。
商
法
二
四
三
条
）
に
該
当
せ
ず
、
第
一
審

判
決
の
よ
う
に
、
二
一
月
一
五
日
の
決
議
に
関
す
る
不
存
在
確
認
の
訴
は
認
容
さ
れ
て
然
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
、
　
「
Y
有
限
会
社
の

総
会
議
事
録
お
よ
び
そ
の
内
容
に
そ
う
商
業
登
記
簿
の
日
付
が
誤
ま
っ
て
記
載
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
…
…
（
二
一
月
一
五
日
の
）

決
議
の
不
存
在
が
そ
の
後
の
法
律
関
係
に
何
ら
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
の
で
あ
る
。
実
務
上
、
こ
の
よ
う
な
い
き

さ
つ
は
、
変
更
登
記
の
遅
滞
、
過
料
（
有
限
会
社
法
一
三
条
三
項
、
八
五
条
一
項
一
号
。
商
法
六
七
条
、
四
九
八
条
一
項
一
号
）
等
の
事
情
か
ら
ま
ま
見

受
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
律
上
、
継
続
会
に
該
当
し
な
い
か
ぎ
り
、
各
総
会
決
議
は
独
立
の
も
の
で
あ
っ
て
、
適
法
な
総
会

決
議
が
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
適
法
な
招
集
手
続
、
決
議
方
法
を
へ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
が
、
事
実
上
も
法
律
上
も
存
在

し
な
い
決
議
に
法
的
効
果
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
問
題
で
あ
る
。
思
う
に
、
本
判
決
は
、
双
方
の
決
議
期
間
が
一
月
余
り
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

事
実
、
一
二
月
一
五
日
の
決
議
の
不
存
在
を
認
容
し
て
も
そ
の
後
の
法
律
関
係
を
一
切
変
動
さ
せ
な
い
と
い
う
事
情
を
条
件
と
し
て
、
訴
訟
経
済
の
節
約

を
は
か
る
目
的
で
、
例
外
的
に
、
本
来
不
存
在
の
決
議
に
存
在
の
法
的
効
果
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
一
月
一
〇
日
の
決
議
の
存
在
の
有
無
で
あ
る
。
事
実
認
定
に
よ
れ
ぽ
、
当
時
、
Y
有
限
会
社
の
社
員
は
瓦
濁
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

①
の
社
員
総
会
決
議
は
、
招
集
手
続
を
省
略
し
た
全
員
出
席
総
会
（
三
八
条
）
に
お
い
て
有
効
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
②
の
社
員
総
会



決
議
で
あ
る
が
、
す
で
に
三
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
原
始
定
款
に
取
締
役
、
監
査
役
の
選
任
手
続
に
つ
ぎ
特
則
が
な
い
以
上
、
新
た
な
取
締
役
、
監

査
役
の
選
任
は
普
通
決
議
で
足
り
る
。
ま
た
、
③
の
定
款
変
更
決
議
も
手
続
的
に
は
当
事
者
間
に
何
の
異
議
も
申
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

②
③
の
決
議
は
い
ず
れ
も
有
効
と
解
さ
れ
る
。

　
五
　
最
後
に
、
第
一
審
判
決
が
指
摘
し
た
訴
権
の
濫
用
が
濁
濁
に
存
在
し
た
か
否
か
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
ま
で
、
本
件
の
よ
う
な
事
例
に
お
い

て
訴
の
提
起
自
体
が
権
利
濫
用
に
当
た
る
と
し
て
不
適
法
と
さ
れ
た
判
例
は
、
大
審
院
、
最
高
裁
を
通
じ
て
、
最
判
昭
和
五
三
年
七
月
一
〇
日
（
畿
肇
矩

郎
八
）
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
し
か
に
、
本
件
の
よ
う
に
、
会
社
法
上
の
訴
が
本
来
の
澱
疵
攻
撃
の
制
度
と
し
て
利
用
さ
れ
る
一
方
で
、
内
実
は
、
経

営
権
争
奪
の
攻
撃
防
御
方
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
個
人
企
業
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
Y
有
限
会
社
は
、
経
営
立
て
直
し
を
A
組
合
理
事

長
甲
に
依
頼
し
た
結
果
、
昭
和
四
五
年
二
月
一
〇
日
の
社
員
総
会
に
お
い
て
、
Y
有
限
会
社
に
お
け
る
A
組
合
関
係
者
の
地
位
を
法
的
に
確
た
る
も
の

と
す
る
た
め
に
各
決
議
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瓦
脇
、
が
合
意
成
立
後
三
年
も
経
て
各
法
律
行
為
の
不
存
在
を
盾
に
す
る
こ
と
は
、

A
組
合
関
係
者
に
対
す
る
信
義
則
あ
る
い
は
権
利
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
方
が
市
民
社
会
の
法

感
情
か
ら
し
て
穏
当
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
訟
要
件
お
よ
び
そ
の
基
準
の
明
確
化
と
い
う
点
か
ら
み

る
と
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
訴
権
の
「
反
道
徳
的
」
と
い
う
評
価
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
例
ご
と
に
千
差
万
別
と
な

る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
会
社
法
上
の
訴
権
行
使
は
、
提
訴
権
者
の
主
観
的
動
機
や
意
図
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
自
体
と
し
て

会
社
の
利
益
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
一
概
に
断
定
し
え
な
い
場
合
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
事
実
関
係
か
ら
、
提
訴

権
者
の
主
観
的
動
機
を
訴
権
濫
用
と
認
定
す
る
の
か
、
そ
の
判
断
は
慎
重
な
う
え
に
も
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
明
諦
三
欝
癬
謂
強
謝
硫
瀬
魏

確
紛
艦
調
馬
鋲
割
廓
）
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
原
判
決
が
「
瓦
濁
の
主
張
が
不
法
不
純
な
目
的
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
の
は
い
さ
さ
か
躊
躇
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
…
…
訴
権
の
濫
用
に
あ
た
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
恣
意
を
排
し
、
詳
細
な
証
拠
、
証
言
に
も
と
づ
い
て
判

断
を
下
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
曾
根
　
玲
子
）
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